
教育委員会（ ７月 ）会議録（要点筆記） 

招 集 年 月 日  令和 ５年 ７月３１日（月） 

招 集 の 場 所  白馬村役場 ２階 庁議室 

開閉会の日時 

及 び 宣 言 

開 会 令和 ５年 ７月３１日（月）午後 １時５９分 

閉 会 令和 ５年 ７月３１日（月）午後 ３時０４分 

出 席 委 員 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 職 名 氏 名 

教 育 長  横 川 秀 明 委 員 松 沢  亨   

教育長職務代理者 幅 下  守 委 員 武 田 弥 生   

事 務 局 

教 育 次 長 横 川 辰 彦 生涯学習ｽﾎﾟｰﾂ課長 松 澤 宏 和 子育て支援課長 内 山 明 子 

公 民 館 長 太 田 洋 一 教 育 係 長 今 井 志 保   

      

会議の要旨 

 

１ 開 会 

［教育長］ 

開会を宣言した。 委員 1名が体調不良で欠席。 

 

２ 令和 5年 6月定例会の会議録について 

 ・承認された。 

 

３ 報告 

 ○教育長報告 

 7 月 4 日に県教組と大北地区の県教組との懇談会があり、中学からはタブレット更新について、北小からは外

国籍児童の対応に対する日本語講師の不足、南小からはフリースクール設置に向けての要望があった。 

 6日は町村教育長会議の研修があり、部活動の地域移行等についての話題が上った。 

 12日は教科書の採択連絡会があった。 

 20日は村内の学力向上対策委員会があり、各学校の研究主任の先生と情報交換をした。 

 22・23日はスノーハープクロス大会があった。 

 24 日は市町村教委と県教委の懇談会に幅下職務代理と私が Zoom で参加した。そこでも部活動の地域移

動や不登校対策についての意見があった。 

 25日から 27日は太地町と北小の交流があった。 

 

 ○教育次長報告 

 スクールバスは 7 月 21 日で夏季の運行を終了。問題なく運行でき、現在利用者に対してのアンケートも行っ

ている。今年は 7月に入ってもクマの出没が多く、スクールバスの運行が効果を発揮した。事務局で 2回クマパ

トロールをした。 

 24 日の校長教頭園長会議の後、フリースクール開設を予定している方から現在の状況と運用について校長・

教頭に説明してもらった。校長から疑問点等を出していただき情報共有した。 

 

 ○子育て支援課長報告 

 夏休み中の児童クラブは、北小南小合同で南小学校の会場で行っている。当初 60 人くらいの申し込みがあ

ったが、実際は 30人程度。南小のエアコンを暑さ対策として体育館で使用している。 

 放課後子ども教室は 7 月 21 日の終業式の日に木流しの会の協力のもと開催した。夏休み中はなく、夏休み

明けから再開する。 

 8月 1日にサンライズ保育園白馬園の入園説明会を予定。 



 ○生涯学習スポーツ課長報告 

 7月 13日に白馬村スキークラブの総会を開催。 

 17日にスノーハープクロスカントリー大会に向けての環境整備の草刈りを実施。 

 22 日、23 日には 2 日間にわたり、第 26 回スノーハープクロスカントリー大会が開催され、約 1,７00 人の選

手、保護者・役員を合わせると 2,000名を超える参加者であった。4年ぶりに振る舞いも行うことができ、徐々に

以前のような大会に戻っている。 

 28日には青鬼の伝統的建造物群保存地区審議会が 4年ぶりに開催され、地区の問題点、砂防堰堤工事、

土蔵改修ほかについて審議した。 

 

 ○学校の報告 

 7月 24日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、教育係長が報告した。 

[委員] 

働き方改革で勤務時間が報告されるが、タイムカードなど使っているのか？ 

[教育次長] 

校務システムのパソコンを使用して、自主申告である。 

[委員] 

学校の先生で休職している人が多いと新聞記事に載っていたが、白馬は？ 

[教育次長] 

今のところ心身の病で休んでいる人は居ない。ストレスチェックもしており、飛び抜けてストレスがかかっている

人も 1人 2人居るが、受診まではいかない。精神的には落ち着いているが、業務的には大変。 

[委員] 

北小の日本語支援員の勤務形態は？ 

[教育次長] 

1日 5時間勤務で雇用しており、こちらとしては生活支援とか学習支援のみを想定していたが、学校の要望で

英訳を頼まれたり保護者との連絡を取ったりと想定以上の仕事をしており、ありがたい反面、契約と違うと言われ

ることもあり、少々困っている。県費の先生は大町西小が本務校で白馬や松川へ行っており、県費の先生の増

員を教育長からお願いしてもらっている。 

 

 〇保育園の報告 

 7月２4日の校長教頭園長合同会議の報告に基づき、子育て支援課長が報告した。 

 

 ○公民館長報告 

 7月 1日大北公民館大会があり 70名くらいが参加。大町市前教育長荒井先生の講演と市内 3 ヶ所の施設

見学をした。 

 4月から 7月まで、シニア向けのスマホ講座を隔週で集中的に行った。 

 

４ 議 事    

〇承認第 17号 会計年度任用職員の任用について 

[子育て支援課長] 

白馬高校 3年生 1名を、しろうま保育園の夕方延長の保育補助員として 7月 1日から今年度末まで契約し

たい。 

・全員賛成で承認された。 

 

〇承認第 18号 区域外就学について 

 [教育次長] 

 白馬中学校の生徒が大町市に転出したが、現在中学 3 年生。あと半年で卒業なので、卒業まで白馬中へ通



学したい。大町市教育委員会からも承諾いただいたので専決で承諾した。 

 ・全員賛成で承認された。 

 

〇議案第 49号 令和５年度就学援助費準要保護者の認定について 

[教育次長]  

就学援助費の認定で、例年と同じく最低生活費の 1.2 倍以下の世帯。あと、その他の法律で、住民税非課

税世帯とか、課税免除であれば対象として審査を行った。所得判定に×がついているものは不認定。網掛けは

所得申告していないので所得審査未了で、今回の数に入っていない。本日議決をいただいたら保護者に結果

を通知したい。 

[委員] 

≪0≫は、収入が 0円？ 

[教育次長] 

所得が各世帯員の所得の合計で、それにプラスして年金収入がある人は、所得と年金収入と合わせたもの

が判定の数字になる。例えば祖父母と同居していて、高額な年金をいただいていると不認定の対象になる。 

[委員] 

宿をやっていると≪0≫になる？ 

[教育次長] 

確定申告を元にしており、税法上、適法に行っている申告。 

[委員] 

結婚すると祖父母と別世帯になるが？ 

[教育次長] 

生計同一として、まとめられるものはまとめている。 

・全員賛成で可決された。 

 

〇議案第 50号 白馬村通級指導教室実施要綱の一部改正について 

[子育て支援課長] 

4 月に南小学校に学びの教室のサテライト教室ができ、それに合わせて整理したもの。第 1 条の趣旨には、

校外の教室について定めてある施行規則第 141 条を追加。第 2 条については規則第 140 条と重複するので

削除した。改正後の第 2 条は、この地域の通常として小学校はひらがなを使うので、学びの教室の漢字の「学

び」をひらがなの「まなび」に改正し、その下に白馬南小学校のサテライト教室を追加。第 5条は、特別の教育課

程編成についてで、今まで明確に記載してなかったので、今回追加した。以降は、それぞれ改正による条ずれ

などの修正。今年の 4月 1日から適用としたい。 

・全員賛成で可決された。 

 

〇議案第 51号 令和６年度使用教科書について 

[教育次長]  

令和 6 年度は小学校の教科書が変わり、大北の選定委員会が選定した結果を各市町村教委で議決する。

中学校は変わりないが、選定については毎年議決を得る必要があるので、今回両方の指定である。小学校は、

英語が変わった。 

[教育長] 

外国語担当の先生によると、この近隣の地区では光村の教科書を使っている学校が多く、5・6 年生がわかり

やすいようにイラストとか絵をふんだんに入れ、使いやすく初めて英語に触れる児童にとっては光村の方が良

い。今までは中学で使っている東書だったが、変更をしたいということで、関係の先生からの意見を参考にした上

で、教育長会議で変更した。 

理科と生活は信教出版で作っているが、長野県内の公立小中学校、全てで使っている。理科について、信

教が出版を今回で終わりたいという話しがあった。地域の特徴を入れているが、それは別冊子にする。教科書を



作る職員や OBの負担が非常に大きく、収益が出る作業でもなく働き方改革でもあるため。 

中学の教科書は同じ形で令和 6 年度に採択、検討する。小学校と中学校は同じ教科書が定番。今回英語

が変わったし、家庭科も違う。不都合がないか議論をしたが、担当の先生から大きな違いがなく問題ないと報告

があった。社会科の地図帳が、教科書の会社と違うものを使っていることについても意見があった。これも使いや

すさ、見やすさからのこのような形をとっている。  

・全員賛成で可決された。 

 

５ その他    

・白馬クロスカントリー競技所法面改修工事について 

[生涯学習スポーツ課長] 

メイン会場と国旗掲揚塔の間の 3段ほど段差があるところ。オリンピック以降 25年以上経っていて、かなり崩

れているので、今回工事する。5,000 万円以上の工事については一般競争入札をし、議会の承認を得なけれ

ばならず、現在入札が終わって仮契約。8 月 7 日に臨時議会を開催し、議会の承認を得て本契約になる。工

事の概要は、かご枠 2 か所を設置。オリンピックに向けての工事の際、ここまで水が出るとは想定しておらず、現

地はかなりぬかるみ、角材の土留めも腐って崩落している。かご枠を入れて水の処理をしっかり行い、平らな部

分も今回の工事で広くなるので、一部走ることも想定している。管理しやすくし、スポーツでも有効利用を図れる

よう工事を進めていく。 

[教育長] 

オリンピックのときは観客のスタンドだった。値段はどのくらい？ 

[生涯学習スポーツ課長] 

6,200万円ほど。 

[委員] 

ホタルの生息地が隣にあるが工事をしても影響はないか？ 

[生涯学習スポーツ課長] 

影響がないように施工する。 

[教育長] 

やはりそういう要望もあり、配慮した工事をするよう設計をした。ホタル水路の保全の意見も出たので、議会報

告のとき、それもぜひ付け加えて報告をしてほしい。 

 

・令和 5年度 二十歳の集いについて 

[公民館長] 

8月 15日（火）ウイング 21で行う。式典は 10時から 10時 30分を予定。今までコロナの影響で控えていた

記念行事も、5類に分類されたので今回からはコロナ前の状態に戻して行う。対象者 90名で、出席は 59名。 

 

・第 63回白馬村村民運動会について 

[公民館長] 

26 日に分館長会議を行い、ほぼ今回の資料で決まり。競技順はまだ決まっていない。9 月 3 日（日）、開会

式は 10時から。閉会式が 12時 50分。時間としては 10時から 13時までを予定。スノーハープで行う。紅白

の対抗戦形式をとる。令和元年度がコロナ前の最後で、4 年ぶりの開催。村民運動会は村民が一堂に会す絶

好の機会であり、コミュニティの場として、それぞれの分館が交流してほしいという趣旨もある。ただ単に集まるの

ではなく、競い合うという運動会本来の姿を 1 つでも 2 つでも行いたいという趣旨で、分館対抗リレーと白馬グラ

ンプリを復活させた。分館長会議の中では、特にこれらの復活に関して意見はなかった。リレーに関しては、選手

集めが一番課題。カテゴリーの幅を広げて、できるだけ集めやすく、分館長の負担を減らす。 

[委員] 

個人種目の上位 3人には、賞品授与。賞品授与は Mr.．Xの 1種目だけ？ 

 



[公民館長] 

ほかの種目も授与の予定。今のところ上位 3 名だが、スポンサーをどれだけ集められるかによっても変わって

くる。 

開始時間を 10時にしている。コロナ前は 9時だった。宿をやっている方は、9時だと早すぎて参加できないと

いう意見があり、1時間遅れで 13時までという形にした。 

 

・ウォータースポーツフェスティバルについて 

[公民館長] 

初めての試みで、8 月 6 日にジャンプ台で行う。ジャンプ台の利活用という面と、夏休みの期間中に子どもた

ちが遊べる機会を提供したい。内容については全部で 9 つのアトラクションを行う。当日会場にはキッチンカーの

出店も予定。子ども育成会も共催。9時半から 14時半。 

[教育長] 

事前申し込みの状況は？ 

[公民館長] 

約 100名ぐらい。 

 

・8月の日程について 

 [教育次長] 

資料により説明。 

次回定例会日程案 

令和 5年 8月 30日（水）午後 4時から 

 

  次々回定例会日程案 

総合教育会議のあと定例会。 

令和 5年 9月 27日（水）午後 2時から 

 

 

 

 署 名 欄 

教 育 長  

教  育  長 
職務代理者 

 

委  員  

委  員  

委  員  


